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モデラーは、構造物の基本的なデータである構造データ、荷重データ、

質量データなどを作成し、SPACE の仕様に合わせてファイルに出力する

サブシステムである。大規模なスペースフレームでは、基本的な構造用

データを作成するだけでも大変な作業となり、エラーを生じ易い。さら

に、弾塑性用データを適切に書き込むことも必要となる。これらの作業

をエディタで行う替わりに、このモデラーを用いる。モデラーは、簡易

な CAD ツールとなっている。現在、このスペースフレーム用モデラーは

鋭意開発中であるが、残念ながら Ver.3.00 には間に合わず、次期リリ

ースに搭載することになった。従って、現在では、スペースフレーム用

データの多くは、エディタを用いて作成しなければならない。本バージ

ョンでは、以下に説明する２つのモデラーを搭載する。 

「モデラー」は以下の手続きにより開始される。まず、SPACE のメ
ニューから、[モデラー]－[モデルの新規作成]を選択するか、もしくは
モデルの新規作成ツールボタン*1を選択すると、モデラーが起動される。 

 

 

図 5-1 [モデルの新規作成]メニュー 

モデラーが起動すると、以下のような画面が表示される。 

5.1 モデラーの役

割とその起動方法

第５章 モデラー 

(Ver. 3.00) 

*1  
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図 5-2 モデラー起動画面 

このモデラーで使用されているツールバー内の主なボタンの機能に

ついて説明する。 
 
１）ツールバー上の左より２つ目のボタン*2を押すと、モデラーで作

成した、データを保存できる。 
モデラーで作成したデータは、一度保存しないと、解析で使用で

きないことになるので、注意されたい。 
２）左より４つ目のボタン*3を押すと、せん断型モデルを作成する。 
３）左より５つ目のボタン*4を押すと、Build LP データを SPACE

用に変換を行う。 
 
 

 
モデラーを用いて、せん断型モデルの作成方法を説明する。最初に、

モデラーのメニューから、図 5-2に示すように、[モデルの作成]－[せん
断型モデル]を選択、もしくは、ボタン*3 を押す。これによって、せん

断型のモデルを作成するためのダイアログが次々と表示される。その中

に適切なデータをセットすることで、モデルが自動的に作られ、それら

をファイルに保存することができる。 

*2  

*3  

*4  

5.2 せん断型モデ

ル作成 

*3  

Build LPは、市
販の構造解析用

プログラムであ

る。 
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図 5-3 [せん断型モデル]メニュー 

メニューを選択すると、せん断モデルを作成する手順として、順に３

つのダイアログが表示される。 
３つのダイアログを以下に示し、その内容を説明する。 

１．せん断モデル基本データダイアログ 
１）規模 
  階数：階数を入力する。 
  フレーム数：フレーム数を入力する。 
２）解析方向 
  解析方向をチェックする。 

 

図 5-4 [せん断型モデル基本データ]ダイアログ 
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２．基本情報ダイアログ 
 
１）階名：階名を入力する。 

特に変更が無ければデフォルトのままでよい。 
     Ｆ付加：チェックすると、階名にＦが付く。 
２）層名：層名を入力する。 

特に変更が無ければデフォルトのままでよい。 
     ＦL付加：チェックすると、層名にＦLが付く。 
３）通り名：通り名を入力する。 

特に変更が無ければデフォルトのままでよい。 
４）階高：階高を入力する。(cm) 

標準階高：ここに値を入力し、セットボタンを押すと、すべ

ての階高が標準階高でセットされる。 
 

 

図 5-5 [基本情報]ダイアログ 

３．せん断型モデルダイアログ 
このダイアログは２頁になっており、ページをめくることによって、

各々データを設定できる。一つ目は、フレームについてであり、二つ目

は、Maxwell モデルについてである。Maxwell モデルを使用しない場
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合は、この頁はスキップすることになる。 
フレーム型： 
このダイアログでは、一画面に 20階分のデータが設定できる。モデ
ルが 20階以上の場合は、階数を示すボタンが表示されており、そのボ
タンで表示の切り替えを行う。 
このダイアログでは、ユーザーが選択したモデルによって入力項目が

異なる。入力できない項目は、自動的に灰色表示となり、入力不可とな

る。 
 
１）重量：各階の重量を入力する。(t) 
２）階高：基本情報ダイアログで入力した階高が表示される。変更があ

る場合は、変更値を入力する。(cm) 
３）履歴モデル：履歴モデルを入力する。履歴モデルは以下の 6種類が

ある。 
01:Tri-Linear 
02:最大点指向型 
03:Takeda model 
04:Bi-Linear 
11:修正 Bi-Linear（使用不可） 
12:修正 R-O（使用不可） 

４）詳細 
履歴モデルが修正 Bi-Linear、修正 R-Oの場合にのみ、使用可能
となる。上記の 2モデルの初期値のみを使用する場合でも、必ず
詳細ボタンを押して値を設定しなければならない。 

５）初期剛性：初期剛性を入力する。(tf/cm) 
６）第 2接線勾配：第 2接線勾配を入力する。(tf/cm) 
７）第 3接線勾配：第 3接線勾配を入力する。(tf/cm) 
８）第 1降伏点せん断力：第 1降伏点せん断力を入力する。(tf) 
９）第 2降伏点せん断力：第 2降伏点せん断力を入力する。(tf) 
１０）α：パラメータαを入力する（武田モデルで使用、第 12章参照） 
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図 5-6 [せん断型モデル：01]ダイアログ（フレーム） 

 
Maxwell型： 
 
１）ダンパータイプ：ダンパータイプを選択する。 
  ＊:なし 

0:パッシブ 
  1:セミアクティブ（現在使用不可） 
２）剛性：剛性を入力する。(tf/cm) 
３）第一減衰定数：第一減衰定数を入力する。(tf/kine) 
４）第二減衰定数：第二減衰定数を入力する。(tf/kine) 
５）リリーフ応力：リリーフ応力を入力する。(tf) 

 
セミアクティブ用（セミアクティブを選択した時のみ、使用可能とな

る） 
６）減衰定数：減衰定数を入力する。(tf/kine) 
７）減衰定数変更応力：減衰定数変更応力を入力する。(tf) 
８）フィルター使用：フィルターを使用するかしないかを選択する。 
９）タイムラグ：タイムラグを入力する。(sec) 
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図 5- 7 [せん断型モデル：01]ダイアログ（Maxwell） 

 
 
修正 Bi-Linear型のデータダイアログのデータ設定方法を示す。 
 このダイアログでは、修正 Bi-Linear データを変更できる。ただし、
内容を熟知したユーザー以外は、初期値を使用する事が望ましい。 

 

図 5-8 [修正 Bilinearデータ]ダイアログ 

5.2.1 修正バイリニ

ア型 
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修正 R-O型のデータダイアログのデータ設定方法を説明する。 
このダイアログでは、修正 R-O データを変更できる。ただし、内容
を熟知したユーザー以外は、初期値を使用する事が望ましい。 

 

図 5-9 [修正 R-Oデータ]ダイアログ 

 
 
 平面骨組及び立体骨組の構造データを作成するために、モデラーを利

用することになる。ただし、現在のバージョンは開発が遅れているため、

ここでは他のソフト（Build LP）の出力データを利用することにする。

次節以降では、Build LPから SPACEへのデータの移行方法（リンク方
法）を述べ、次に、そのデータの変更方法について述べる。 
 データのリンクは、Build LP のテキストファイルを直接読み込み、

このリンクモデラーを用いて変更する。ただし、データ移行は完全では

なく、多少のデータを補う必要がある。ここでは、その仕様について述

べる。利用する場合は、良くデータを確かめて使用されたい。 

5.2.2 修正 R-O 型 

5.3 平面骨組及

び立体骨組のモ

デラー 
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Build LP データのリンクは以下の手続きによって可能になる。モデ
ラーのメニューから（図5-10）、[モデルの作成]－[Buildリンク]を選択、
もしくは、ボタン*4を押す。 

 

図 5-10 [Buildリンク]メニュー 

 

図 5-11 [Buildリンク設定]ダイアログ 

5.3.1 Build LP

データのリンク

方法 

*4  
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データのリンクは、図 5-11に示すBuildリンク設定ダイアログで行う。 
Buildデータ 

Build LPデータファイル名：（必須） 
解析用 Build LPデータファイル名の指定 
モデル化は Build LPの構造階高を使用する。 

Build一貫データファイル名：（省略可能） 
Build一貫データファイル名の指定 
グラフ作画の際に，階高の目盛りを意匠階高で指

定する場合に設定する必要がある。 
基本（必須） 

解析方向： 
全体座標系での解析方向の指定。 

解析フレーム： 
解析対象フレームの指定。0 を指定した場合は，
全てのフレームを使用した立体解析を行う。 

梁分割： 
X方向：X方向梁分割数の指定 
Y方向：Y方向梁分割数の指定 

部材モデル： 
部材のモデル化の指定。 

解析モデル： 
地下階，PH階のモデル化の指定。 

Fiber分割数：（基本で Fiberを指定した場合のみ有効） 
 
 
以下の項目がデータの移行が可能である。 
Build.LP 

TITL ：タイトル 
SHA1 ：建物規模  
SHA2 ：階名、通り名 
SHA3 ：階高・スパン長 
SHA4 ：形状変更(平面形状の変更) 
SHA5 ：形状変更(傾斜柱)  
SHA6 ：形状変更(傾斜梁)  
MAT1 ：コンクリートの使用材料 
MAT2 ：使用鉄筋材料 

5.3.2 リンク可能

なデータ
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MAT3 ：使用鉄骨材料 
MAT4 ：鋼材強度の割増し 
GME1 ：Ｓ造大梁断面リスト 
GMD1 ：Ｓ造大梁断面リスト 
GME2 ：ＲＣ造大梁断面リスト 
GMD2 ：ＲＣ造大梁断面リスト  
GME3 ：ＳＲＣ造大梁断面リスト 
GMD3 ：ＳＲＣ造大梁断面リスト 
CME1 ：Ｓ造柱断面リスト 
CME2 ：ＲＣ造柱断面リスト 
CME3 ：ＳＲＣ造柱断面リスト 
BME1 ：ブレース断面リスト 
PLM1 ：大梁の配置 
PLM2 ：柱の配置 
PLM3 ：ブレースの配置 
ROLL ：ローラー支持 
FIX1 ：剛支持 
ELD2 ：地下階、屋上階の指定 
AXF1 ：長期柱軸力 

 
Build.一貫よりデータリンク項目 

SHA1 ：建物規模  
SHA3 ：階高・スパン長 

 
一貫データの階高・スパン長は、info.datに出力する。 
一貫データを指定しない場合は、ＬＰのデータを採用する。 

 
部材モデル 

梁分割数が３以上の場合は、中間の部材を幾何学非線形型有限要素

弾性モデルとする。 
 

荷重と質量 
長期軸力より算出する。 
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モデルの変更は以下の手続きにより開始される。 
まず、SPACEのメニューから、[モデラー]－[モデルの変更]を選択す
るか、もしくはモデルの変更ツールボタン*5を押す。メニューが選択さ

れるとモデラーが起動される。 

 

図 5-12 [モデルの変更]メニュー 

モデラーが起動すると、以下のように構造透視図が表示される。 
 

 

図 5-13 モデルの変更起動画面 

5.4 モデルの変更

5.4.1 モデルの変

更の起動 

*5  
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ここで、データ変更モデラーにおけるツールバーの主なボタンの機能

について説明する。 
このボタン*6を押すと、モデラーで変更したデータを保存する。 
モデラーで作成したデータは、一度保存しないと、解析で使用でき

ないことになるので注意されたい。 
このボタン*7は、新規に部材を作成、 
このボタン*8は、新規に節点を作成、 
このボタン*9は、部材を編集、 
このボタン*10は、モデルの基本データ（info データファイル）を変
更する。 
 
 
構造データの中に、新規に部材を作成するには、以下の手続きによる。 

モデラーのメニューから、[モデル編集]－[部材追加]を選択、もしくは、
ボタン*7を押す。 

 

図 5-14 [部材追加]メニュー 

次に、以下のような「部材情報」ダイアログが表示される。 
１）部材情報 

部材番号：新規の部材番号が表示される。 
節点番号：両端の節点番号を入力する。 
端部状態：（将来拡張予定） 
部材解析種別：（将来拡張予定） 

*6  

*7  

*8  

*9  

*10  

5.4.2 新規に部材

を作成

*7  
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要素番号：要素番号を入力する。既存の要素を使用する場合は、そ

の番号を入力する。 
グループ番号：グループ番号を入力する。 
種類：部材の種類を以下から選択する。 
  00：制振装置 
  01：X方向梁 
  02：Y方向梁 
  -1：柱 
  -2：ブレース 
  -3：せん断型 
層：層を入力する。 
X軸：平面図における X軸の通り芯番号を入力する。 
Y軸：平面図における Y軸の通り芯番号を入力する。 
位置：通り芯の軸間の位置を入力する。 

位置とは、その部材が軸間で正方向に対して、何番目にある

かを示すものである。 
i端部剛域：i端部の剛域を入力する。（cm） 
j端部剛域：j端部の剛域を入力する。（cm） 
i端部せん断剛性：i端部のせん断剛性を入力する。（tf/cm） 
j端部せん断剛性：j端部のせん断剛性を入力する。（tf/cm） 

 

 

図 5-15 [部材情報」ダイアログ 
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図 5-15の要素情報ボタンを押すと、次の図 5-16に示すダイアログが
出現するので、そこでデータを変更する。以下に、各項目を記す。 
２）要素情報 

部材タイプ：部材タイプを以下から選択する。 
  001：有限要素非線形弾性 
  002：３次元せん断弾塑性 
  005：MSS免震弾塑性 
  006：Maxwell 
  011：両端 Fiber 
  012：両端、中央 Fiber 
  015：両端 FiberFEM 
要素情報：要素情報ボタンを押すと各部材タイプに該当する「要素

情報」ダイアログが表示される。各内容に関しては、第

４章のファイル仕様を参照されたい。以下のダイアログ

は、部材タイプが有限要素非線形弾性の場合を示す。 
 

 

図 5-16 [要素情報]ダイアログ 

 
新規に節点を作成するには、以下の手続きによって可能になる。モデ

ラーのメニューから（図 5-17）、[モデル編集]－[部材追加]を選択、もし
くは、ボタン*8を押す。 

5.4.3 新規に節点

を作成
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図 5-17 [節点追加]メニュー 

 

図 5-18 [節点情報]ダイアログ 

*8  
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メニューが選択されると、図 5-18 のような「節点情報」ダイアログが
表示される。ここで、データを変更し、節点の追加ボタンを押すことに

よって、情報の追加が行われる。 
 
節点番号：新規の節点番号が表示される。 
座標：節点座標を入力する。（cm） 
局所座標：局所座標を入力する。（度） 
境界条件：節点の境界条件を入力する。 
 状態：節点状態を以下から選択する。 
  **：他 
  00：フリー 
  -1：固定 
 同一節点番号：同一節点番号を入力します。 
 参照方向：参照方向を以下から選択する。 
  1：X 
  2：Y 
  3：Z 
  4：θx 
  5：θy 
  6：θz 
質量：ここでは重量を入力する。（t） 
静的荷重 No.1：各方向に作用する静的荷重を入力する。 
静的荷重 No.2：各方向に作用する静的荷重を入力する。 
動的荷重 No.1：各方向に作用する動的荷重を入力する。 
 
各項目の内容に関しては、第４章のファイル仕様を参照の事。 
 

 
部材データの編集は、以下の手続きによる。モデラーのメニューから、

[モデル編集]－[部材修正]を選択、もしくは、ボタン*9 を押す。ダイア

ログ（図 5.20）が表示され、その中で、データを変更することで部材
データを編集することができる。さらに、モデルの変更起動画面から部

材データを直接編集することができる。編集したい部材もしくは節点を

指定し、Shiftキーを押しながら右クリックすると部材を、Ctrlキーを
押しながら右クリックすると節点を変更することができる。 
ここでは、メニューからの変更方法を示す。 

5.4.4 部材の編集

*9  

節点番号は、二重

に定義しないこ

と。 
 
状態：他を選択

は、他の節点の変

位と同一視する

場合。設定方法

は、4.2.3 節を参
照 
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図 5-19 [部材修正]メニュー 

メニューが選択されると、以下のような「部材検索」ダイアログが表

示される。 

 

図 5-20 [部材検索]ダイアログ 

以下の項目にチェックをすると、その項目に該当するすべての部材の

編集が可能となる。このダイアログを用いると編集したい部材を並び替

え、順次データを変更することができる。 
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種類：部材の種類を以下から選択する。 
  00：制振装置 
  01：X方向梁 
  02：Y方向梁 
  -1：柱 
  -2：ブレース 
  -3：せん断型 
層：層番号を入力する。 
X軸：X軸番号を入力する。 
Y軸：Y軸番号を入力する。 
位置：位置番号を入力する。 

 
次に、検索ボタンを押すと、以下の確認ダイアログが表示される。こ

のダイアログには、検索した結果の部材数が表示される。これでよけれ

ば、OKボタンを押し、部材データの編集に入る。 

 

図 5-21 [確認ダイアログ]  

次に、以下の「部材情報」ダイアログが表示される。 
 
ENDボタン：部材の変更を終了する。 
削除：表示されている部材を削除し、次の部材に移る。 
変更：表示されている部材を変更し、次の部材に移る。 
キャンセル：表示されている部材の変更はせず、次の部材に移る。 
 
各項目の説明は、第 4.2節の新規に部材を作成の項を参照されたい。 
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図 5-22 [部材情報]ダイアログ 

 
モデルの基本データを編集するには、以下の手続きによって可能にな

る。モデラーのメニューから、[モデルの編集]－[インフォメーションデ
ータ編集]を選択、もしくは、ボタン*10を押す。 

図 5-23 [ｲﾝﾌｫﾒｰｼｮﾝﾃﾞｰﾀ編集]メニュー 

5.4.5 基本データ

編集

*10  
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ここで、編集されるモデルの基本データは、プレゼンター、レポータ

ーで使用されるものであり、このデータを変更しても、structデータは
変更されない。そのため、structデータも同時に変更する必要がある。 
次に、以下のような「モデル基本データ」ダイアログが表示される。

各内容に関しては、「本章２節のせん断モデル作成」及び、「第４章ファ

イル仕様の９節モデル基本データ」を参照されたい。 

 

図 5-24 [モデル基本データ]ダイアログ 

図 5-25 [基本情報]ダイアログ 
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SPACE では、地震波の他に、sin 型入力加速度を用いて解析を行う
ことができる。ここでは、その sin型の加速度を作成する方法を示す。 

SPACEで作成できる sin型入力加速度は 
 
 
 
 
 
 
で表される増幅型 sin波である。最大振幅 Dは解析時には正規化され、
ユーザが指定した最大加速度[gal]で基準化されるので入力加速度デー
タ作成時には特に考慮する必要はない。 
本節では sin型入力加速度の作成方法と作成された sin型加速度を用
いた解析の方法を解説する。まず、図 5-26 に示す SPACE のメニュー
から、[モデラー]－[sin型入力加速度データの作成]を選択すると、「sin
型入力加速度作成」ダイアログ(図 5.27参照)が起動する。 

 
 
 
以下にその項目の内容について説明する。 
 

1)タイトル 
タイトル：sin型入力加速度のタイトルが表示される。 

2)増幅関数パラメータ 
時刻 tが増幅区間中に用いられる振幅に関するパラメータである。 

 増幅係数 c：入力加速度の振幅増幅係数である。(c > 0) 
 
 

5.5 sin 型入力加速度

データの作成

5.5.1 入力加速度デー

タの作成

( )sin( ) (0 1)

sin( ) ( 1 2)

y cA t t t T

y D t T t T

ω

ω

= < <

= < <

⎧
⎨
⎩  

: [ ]  , : ( ) :
: [rad/s] : [sec]

y gal c D A t
tω

入力加速度 定数　 振幅増幅関数

角振動数 　　 時間
 

図 5-26 [sin 型入力加速度データ作成]メニュー 
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増幅関数A(t):振幅を増幅する関数は以下の関数型から選択できる。 
    (A(t)= 一定、A(t)=t、A(t)=t2、A(t)=t3、A(t)=et) 
3)増分時間Δt[sec]：入力加速度を作成するステップ間隔である。 

(t > 0) 
4)周期 T[sec]：sin型入力加速度の周期である。(T > 0) 
5)振幅増幅区間 T1[sec] 

：振幅を増幅する区間の終了時間である。(0 < T1 < T2) 
6)入力加速度データ生成区間 T2[sec] 

：入力加速度を作成する区間の終了時間である。(0 < T1 < T2) 
 

 
 
 
上記の各項目を入力した後[保存]ボタンを押すと[保存ダイアログ]が
開かれる。そこでデータの保存場所を聞いてくるので保存場所を選び、

ファイル名を付け保存をする。なお、保存場所は、[sin 型入力加速度]
専用のフォルダをつくりそのフォルダに一元管理するのが望ましい。保

存をしないまま[終了]を押してしまうと sin 型入力加速度が作成されず
に終了してしまうので注意が必要である。 

図 5-27 [sin 型加速度データ作成]ダイアログ
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第 5.5.1節で sin型入力加速度データを作成することができたが、こ
れを解析に用いる場合は以下のようにする。 
１）[SPACE]のメニューから、[ファイルの入出力チェック]－[動的解

析コントロールファイル]を選択すると、「動的解析コントロールファイ
ル」ダイアログ（図 3-4参照）が表示される。 
２）ここで<入力地震波ファイル>の項目に解析に用いたい sin型入力
加速度データのファイルがある場所を指定する。あるいは、<Ｘ方向入

力地震波>、<Ｙ方向入力地震波>、もしくは<UD 方向入力地震波>のボタ

ンを押すと、[ファイル選択ダイアログ]が開き、ファイルのパス名を参
照することができる。 
以上の手続きを行うことによって、作成した sin型入力加速度を用い
て動的解析を行うことができる。 
 
 

5.5.2 入力加速度デー

タの使用

図 5-28 [保存]ダイアログ 
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